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■事務局から

◎歩こう会は活動を少し中断しておりますが秋には又歩き始めましょう。

日本のマラソンの父・金栗四三さんに次のような話が伝わっています。

日本が初参加した1912年ストックホルム五輪でマラソンに出場した金栗は、レース中に日

射病で倒れて競技場に戻ることができなかった。その後、現地では‘’消えた日本人‘’と

話題になり、今も彼は‘’森の中をずっと走っている‘’と長く語り継がれていました。

それから 55年後の 1967年、日本の金栗の元にスウェーデンオリンピック委員会から『スト

ックホルム五輪55周年式典』への招待状が届いた。75歳になっていた彼は現地に赴き、コ

ート姿のまま競技場のトラックを走って、用意されたゴールテープを切った。その瞬間「金

栗選手のタイムは54年８ヶ月6日 5時間 32分 20秒 3。ただいまゴールイン。これを持ちま

してストックホルム大会は全日程を終了します」と場内アナウンスが流れた。

万雷の拍手に迎えられた金栗はインタビューにこう答えた。「長い道のりでした。その間に結

婚して、6人の子供と、10人の孫に恵まれました」。その瞬間スタジアムからの大きな笑い声

と割れるような拍手の嵐が、しばらく鳴り止みませんでした。

歩こう会の皆さんと再会するときは東京五輪も終っているはずですが、なにがしかの感動を

持ってお会いできることを願ってやみません。

◎会費納入のお願い

未納の方は 7月中に下記にお振り込み下さい。￥3.000（家族会員は￥5.000）

【会費振込口座】

■ゆうちょ銀行の ATM または窓口で振り込んでください

郵便振替口座番号：00260-4-131954

加入者名：八ヶ岳歩こう会

■「会員証・ウォーキングダイアリー」は入金確認後に村松さんから郵送致されます。

◎退会のお知らせ：岩田 健さん(北杜市)、田中範男さん(上野原市)

------------------------------------------------------------------------------------

■夜叉神峠及び高谷山トレッキング、下見便りです。（南アルプス市芦安）

・実施日 2021年 6月 21日（月）

・集 合 夜叉神峠登山口駐車場 10：00 ／ ・解 散 夜叉神峠登山口駐車場 14：30

・コース 夜叉神峠登山口(トイレ)→夜叉神峠(昼食・トイレ) →高谷山→夜叉神峠登山口(ト

イレ)
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・距 離 約10KM

・参加者 小林光修・飯野健彦・伊藤 清・田中哲夫

キンポウゲ ヒトリシズカ

当日は、梅雨の合間に珍しく晴れの好い天気に恵まれて、南アルプスの雄大な山脈の景色を

気楽に楽しみながらのトレッキングになりました。

コースにおいては、夜叉神峠迄に整備された歩きやすい登山道になっていて、一時間半位か

けてゆっくりとしたペースで登りました。それでも、日頃の運動不足と年齢のせいか、私に

は、ハードなトレッキングになりました。やっと峠に辿り着いて、見晴らしが良く心地よい

風が肌に感じて本当に生き返った気持ちになりました。楽しい昼食を済ませて、峠よりアル

プス主峰の白峰三山の一つ農鳥岳が残念ながら雲に隠れてみることができませんでした。農

鳥岳の中腹辺りに少しだけ雪形が見ることができました。

後半にかけては、少し足を延ばして尾根つたいに高谷山に登りました。帰りは、元のコース

を辿って足元に注意を払いながら下ってきました。トラブルもなく楽しいトレッキングにな

りました。

尚、途中においては、綺麗な花を眺めることができました。（ヒトリシズカ・ドウダンツツジ・

キンボウゲ・ヘビイチゴ等々）。又、カラマツ・ミズナラ・ブナ等の林の中、森林浴も楽しま

せてくれました。
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一日も早く、歩こう会の皆さんと再会して一緒にウォーキングを実施できることを願ってい

ます。

・スタート前の決めごとは、

・新コロナウイルス感染防止において、・スタート前に検温実施しました。・マスクの着用しま

した。・ポイントにおいて消毒をしました。

・トレッキングシューズを履いて、トレッキングポール及び雨具に飲み物を通常より多く準備

してきました。

・入山前に、登山計画届用紙に記入して提出しました。

・解散前に、道のりが険しい中で、互いに車の運転に十分に注意して帰ることにしました。

・参考資料 農鳥岳は、標高３０５１メートル、白峰三山（北岳・間ノ岳・農鳥岳）の一つで

す。

・春には、山頂の東側に白鳥の形をした残雪が現れる。甲府盆地よりは、首を南に向けた白鳥

の姿を見て、農家では、田植えを始めました。農耕の目安として挙げられました。

・日本二百名山、山梨百名山に選定されています。・ライチョウの生息地として知られています。

・夜叉神峠より、白峰三山特に農鳥岳の眺めが展望ポイントとして知られています。夜叉神峠

の標高は、１７７０メートル、高谷山は１８４２メートルです。（記）田中哲夫です。

------------------------------------------------------------------------------------

【2021年 7月の行事詳細】

■7月 7日(水) 月例会 10：00 韮崎市民交流センター(ニコリ) ２階・第９会議室

------------------------------------------------------------------------------------

【2021年 8月の行事詳細】

------------------------------------------------------------------------------------

【2021年 9月の行事詳細】

■9月 1日(水) 月例会

■9月 6日(月) 甲斐のむかし道・小尾街道巡りウォーク(４) 明野総合支所〜根古屋神社

※参加資格：八ヶ岳歩こう会会員及び会員同伴者
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第４回は、コースの前半においては、視界が大きく広がった明野町の上手より浅尾新田及び

浅尾にかけて、茅ヶ岳西麓の丘陵地帯のウォーキングになります。

正面に見える八ヶ岳は、裾野まで広げた優雅な姿をみせてくれます。左手には、甲斐駒ヶ岳

をはじめ南アルプスの名高い山々は、個性のある素晴らしい姿をみせてくれます。

特に、真冬の晴れた日には雪を深くかぶった山々の姿は、富山湾の沖合より眺める北アルプ

スの劔岳・立山連峰に劣らない美しい姿を見せてくれます。後半にかけては、山間に囲まれ

た須玉町、小池平に仁田平を抜けてゴールの根古屋集落に入ります。小池平と仁田平の集落

は、山間部にありながら地名は平の字になっています。不思議です。

足元に目をやると江戸時代に造ったと言われている、二つの代表的な堰と呼ばれる用水路が

見ることができます。隣の江草八巻から引いた朝穂堰、もう一つは塩川から引いている両村

堰になります。明野より穂坂に至る広い地域の人達に恩恵を与えています。先人たちが、水

不足に常に悩まされて大変な苦労して堰が造られた歴史に思いを馳せながらのウォーキング

になります。

途中、県道２３号(穂坂路)の一部を通リます。道幅が狭く歩道が少なく、車の往来が多いコ

ースになります。お互いに注意して楽しいウォーキングに努めていきます。

・コース：明野総合支所(トイレ)→大獄山神霊の碑と百番観音→浄居寺(トイレ)→大福寺(昼

食・トイレ)→浅尾池の下の供養塔群・道標(左江草・右やま道)→三嶋神社(お筒粥

の神事)→浅尾発電所→根古屋神社・大ケヤキ(トイレ)

・距 離：12KM位。

・集 合：10：00 明野総合支所、北杜市明野町上手5219-1 TEL0551-42-1112

    車で乗り合わせて参加される方、韮崎駅前 9：30→明野総合支所

    解散後、根古屋神社→韮崎駅 送迎になります。

    予約制、12名、9月 3日まで、(往復、一人/1000円)担当、田中迄に連絡ください。

    車で参加される方は、明野総合支所に駐車します。極力、隅の方に駐車します。解

散後、根古屋神社にて 3 台〜4 台の車に乗り合わせて、明野総合支所に送ります。

担当：小林光修

・解 散：根古屋神社 15：00頃

・参加費：会員 300円 一般 500円

・持ち物：弁当・飲み物・雨具・ウォーキングダイアリー(会員のみ)・保険証・その他

・担当者：田中哲夫(090-4927-5044) 小林光修(090-4676-2067)

・その他：根古屋の大ケヤキについて、二本の大ケヤキの巨樹が、ゴール地点の根古屋神社境

内にあります。それは見事です。芽吹きの遅速によってその年の田畑の豊凶を占う

そうです。国指定の天然記念物になっています。

■9月 13日(月) 秩夫横道三十四観音霊場めぐり・第３回

第 3回目は距離も約９km と短く、全く起伏のない平坦な道です。下見時に雲光寺さんの氏

子総代の方とお会いし、ちょっと謎だった木魚を見せていただき、叩かせてももらいました。

また素晴らしい天井画も見せていただきました。本番でも見せていただけるようお願いして

あります。知足院では住職さんとお話しし、今回の霊場巡りで初めて霊場をご存じの住職さ

んにお会いしました。本番でもお話をしていただけるようお願いしてあります。という事で

とても有意義なウォークになると確信しています、ぜひ多くの方のご参加をお待ちしていま
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す。

・コース：東山梨駅(トイレ) → 寶積寺(1番) → 雲光寺(33番) → 慈念庵(29番) →知足院

(30番、昼食、トイレ) → 円通寺(22番) → (清白寺) → 東山梨駅(トイレ)

・距 離：約９Km

・集 合：東山梨駅 9時 50分

    上り 小淵沢発 8：21 甲府乗換 東山梨着 9：41

    下り 大月発 9：09 東山梨着 9：42

・解 散：東山梨駅 14：30頃

・参加費：会員 300円 非会員 500円

・持ち物：昼食、飲み物、雨具、ウオーキングダイアリ(会員のみ)、保険証、マスクなど

・担当者：小塚敏夫(090-2175-0426)  進藤律子(090-8948-2017)

・その他：清白寺は三十四霊場には入っていませんが、時間に余裕があれば訪れたいと思っ

ています。

■9月 22日(水) 鏝絵巡りシリーズ 第10回

------------------------------------------------------------------------------------

【2021年 10月の行事詳細】

■10月 6日(水) 月例会

■10月 12日(火) 秩夫横道三十四観音霊場めぐり・第 4回

第 4回は、9世紀に創建された大井俣窪八幡神社から、県道３１号線をダラダラと上り(太良

峠を越えて甲府に通じる道)観音寺(第 31番)は見つからなかったが、霊場３寺を巡ります。

特に龍泉寺は、「万年マツ」という枝ぶりの張ったクロマツが見事です。

ここからは山梨市駅方面へ向かいます。途中の万力公園には3月末に生まれたカピバラの赤

ちゃん 4匹がいるので、見学して行きましょう。

・コース：東山梨駅(トイレ) → 窪八幡神社(トイレ) → 太子寺(14番 トイレ) → 通宝寺

(12番) → 龍泉寺(20番 トイレ) → 石原なち子記念体育館(昼食・トイレ) → 万

力公園動物広場(トイレ) → 山梨市駅

・距 離：約12km

・集 合：東山梨駅 9時 50分

   上り 小淵沢発 8：21 甲府乗換 東山梨着 9：41

   下り 大月発 9：09 東山梨着 9：42

・参加費：会員 300円 一般 500円

・持ち物：昼食 飲み物 雨具 ウォーキングダイアリー 保険証 マスク

・担当者：小塚敏夫 090-2175-0426 進藤律子 090-8948-2017

・その他：石原なち子記念体育館とは、昭和５５年ころ、地元の「石原なち子」さんから2億

円の寄付が市にあり、これを基に市立体育館を建てた事から個人名がついた。

■10月 20日(水) 鏝絵巡りシリーズ 第 11回
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■10月 25日(月) 甲斐のむかし道・小尾街道巡りウォーク(５)

------------------------------------------------------------------------------------

【月例会】

・月例会は毎月一度の話し合いの場です。どなたも歓迎ですのでご参加下さい。

【例会参加者へ】

・特に表記のない例会は、雨天決行です。

・特別の場合を除いて事前申し込み不要です。

・例会は、どなたも参加できます。

・(下見)とある例会も本番同様進行します。ご遠慮なく参加お願いいたします。

・会員は会員証とウォーキング手帳を御持参下さい。(貰っていない方は事務局へ)

・タイトルの前に※があるのは当会主催ではありません。

  他会主催の場合の詳細はそれぞれの主催者にお問合わせ下さい

・例会についての質問は、担当者名が掲載されていればそこへ。それ以外は事務局へ。

  八ヶ岳歩こう会事務局 / 多賀純夫 電話 0551-32-5888 FAX 0551-32-6877


